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授業科目名

現
代
文
明
論

医
療
情
報
学

物
理
学
の
基
礎

現
代
教
養
講
義

ス
ポ
ー
ツ
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
概
論
Ａ

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
理
論
実
習

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
目

良
医
入
門

早
期
臨
床
実
習

基
礎
医
学
概
論（
研
究
倫
理
含
む
）

細
胞
生
物
学

解
剖
生
理
学（
人
体
組
織
学
含
む
）

生
化
学

基
礎
遺
伝
学

総
合
医
学
英
語
１

福
祉
施
設
実
習

分
子
生
命
科
学
実
習

総
合
医
学
英
語
２

感
染
症
の
基
礎

（
細
菌
・
ウ
イ
ル
ス
・
寄
生
虫
学
）

免
疫
学

組
織
学
総
論

生
理
学
実
習

病
理
学
総
論

薬
理
学

医
学
統
合
科
目
Ａ（
臓
器
組
織
別
）

１年 ２年

コンピテンス（領域）
Ⅰ　プロフェッショナリズム
　　�「東海大学医学部生は卒業時に、豊かな人間性と知識・技能を兼ね備え、良医として責任を

持った行動ができる」
コンピテンシー（細目） コンピテンシーのパフォーマンス・レベル

１
生命の尊厳を理解し、サイ
エンスとヒューマニズムの
融和の精神に基づいて行
動する

Ｃ Ｃ B C C C C C C C C C C C C C C C C C

２ 日頃から自己の心身の状態
を省察し、改善に努める A B C C C C C B C C C C C C C C C

３
品格・礼儀を身につけ、常
に敬意・思いやりを持って
誠実に他者に接する

A A C C C C C B C C C C C C C C C

４
周囲とコミュニケーション
を円滑にとり、フィードバ
ックに真摯に対応する

A A C C C C C B C C C C C C A C C

5
患者や家族の多様性・背
景・プライバシーに配慮し
て適切にコミュニケーショ
ンをとる

C C C C C C C B C C C C C

6 適切に情報提供した上で、
自己決定を支援する C C C C C C C C C C C C

7
医療・医学の知識・技能・
態度を修得する上で基盤と
なる一般教養を身につける

Ｃ Ｃ Ｃ C C C C C C C C C C C C C C

8
患者・社会から求められる
ことを理解し、自己を律し
ながら常に向上心を持って
生涯学修する

Ｃ A C C C C C C C B C C C C C C C C C

9
多様な価値観を意識しな
がら医療における倫理的な
問題に対応する

Ｃ B C C C C C C A C C C C C C

10
社会の常識を踏まえた上で
アンプロフェッショナルな
行為を認識し、自制する

Ｃ A A C C C C C A C C C C C C C C C

パフォーマンス（修得）
レベル

Advanced Applied Basic
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

診療の場で良医とし
て責任を持った行動
ができ、他者の模範
となれる

診療の場で良医とし
て責任を持った行動
ができる

医学生として責任を
持った行動ができる	

コンピテンス（領域） Ⅱ　社会的役割の実践
　　�「東海大学医学部生は卒業時に、文化・地域・社会を認識し、医師の社会的役割を実践できる」

コンピテンシー（細目） コンピテンシーのパフォーマンス・レベル

１
異なる文化や変化する社
会情勢に対応して医療を
実践する

E C2 D D E E E E E E D E E E E E E E E C2

２
地域の実情に応じた医療・
保健・福祉の現場を理解
し、地域医療の質の向上に
貢献する

E E D E E E E E E E D E E E E E E E E C2

３
医療の実践のための法律や
ルールを理解し、法的責任・
規範を遵守する

E E D B D E E E E E C2 E E D D D E E D C2

４
我が国の医療・社会保障
制度を理解し、医療・福祉
資源を適切に活用する

E E D D E E E E E E C2 E E D D E E E D C2

５
協働する職種の役割を理
解し、信頼関係を構築した
上で、互いの知識・技術を
活かした最善の医療を提供
する

E E C2 D E E E E E E C1 E E E E E E E E C2

６
より良い医療・医学の実践
のために学生・医療者・患
者・市民の教育に貢献する

E E C2 E D E E E E E C2 E E D D E E E E E

７
健康の維持・増進の重要
性を理解し、科学的根拠に
基づいて予防医学を推進
する

E E E E D D D D D E D D E D D E D E D C2

パフォーマンス（修得）
レベル

Advanced Applied Basic
Ａ Ｂ Ｃ

1
社会的役割を模擬
診療の場で実践で
きる

Ｄ Ｅ
社会的役割を診療の
場で実践でき、他者
を指導できる

社会的役割を診療の
場で実践できる

経験する機会はある
が単位認定に関係な
い

経験する機会がないＣ
2
社会的役割を理解
している

科目毎のパフォーマンス・レベル
医学部　医学科

Ｍ
Ｍ
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授業科目名

臨
床
医
学
英
語

人
体
解
剖
学
（
実
習
）

医
学
統
合
科
目
Ｂ（
総
合
）

医
学
統
合
科
目
Ｃ（
専
門
）

医
学
統
合
科
目
Ｄ（
応
用
）

臨
床
医
学
特
論

社
会
医
学

臨
床
推
論
学

臨
床
技
能
学

医
学
研
究
体
験

ク
リ
ニ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク
シ
ッ
プ
１

ク
リ
ニ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク
シ
ッ
プ
２

多
職
種
連
携
チ
ー
ム
医
療
演
習

選
択
臨
床
実
習

自
己
開
拓
選
択
科
目

卒
後
臨
床
研
修

３年 ４年 ５年 6年 卒後

コンピテンス（領域）
Ⅰ　プロフェッショナリズム
　　�「東海大学医学部生は卒業時に、豊かな人間性と知識・技能を兼ね備え、良医として責任を

持った行動ができる」
コンピテンシー（細目） コンピテンシーのパフォーマンス・レベル

１
生命の尊厳を理解し、サイ
エンスとヒューマニズムの
融和の精神に基づいて行
動する

Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ａ

２ 日頃から自己の心身の状態
を省察し、改善に努める Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ａ

３
品格・礼儀を身につけ、常
に敬意・思いやりを持って
誠実に他者に接する

Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ａ

４
周囲とコミュニケーション
を円滑にとり、フィードバ
ックに真摯に対応する

Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ａ

5
患者や家族の多様性・背
景・プライバシーに配慮し
て適切にコミュニケーショ
ンをとる

Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ａ

6 適切に情報提供した上で、
自己決定を支援する Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ａ

7
医療・医学の知識・技能・
態度を修得する上で基盤と
なる一般教養を身につける

Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ａ

8
患者・社会から求められる
ことを理解し、自己を律し
ながら常に向上心を持って
生涯学修する

Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ａ

9
多様な価値観を意識しな
がら医療における倫理的な
問題に対応する

Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ａ

10
社会の常識を踏まえた上で
アンプロフェッショナルな
行為を認識し、自制する

Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ａ

パフォーマンス（修得）
レベル

Advanced Applied Basic
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

診療の場で良医とし
て責任を持った行動
ができ、他者の模範
となれる

診療の場で良医とし
て責任を持った行動
ができる

医学生として責任を
持った行動ができる	

コンピテンス（領域） Ⅱ　社会的役割の実践
　　「東海大学医学部生は卒業時に、文化・地域・社会を認識し、医師の社会的役割を実践できる」

コンピテンシー（細目） コンピテンシーのパフォーマンス・レベル

１
異なる文化や変化する社
会情勢に対応して医療を
実践する

E C2 C2 C2 C2 C2 C2 C2 D D C1 D Ａ

２
地域の実情に応じた医療・
保健・福祉の現場を理解
し、地域医療の質の向上に
貢献する

E C2 C2 C2 C2 C2 E E D D C1 D Ａ

３
医療の実践のための法律や
ルールを理解し、法的責任・
規範を遵守する

C2 C2 C2 C2 C2 C2 C2 C2 C1 C1 C1 C1 Ａ

４
我が国の医療・社会保障
制度を理解し、医療・福祉
資源を適切に活用する

E C2 C2 C2 C2 C2 C2 C2 C2 C2 C1 C2 Ａ

５
協働する職種の役割を理
解し、信頼関係を構築した
上で、互いの知識・技術を
活かした最善の医療を提供
する

E C2 C2 C2 C2 C2 E E C1 C1 C1 C1 Ａ

６
より良い医療・医学の実践
のために学生・医療者・患
者・市民の教育に貢献する

E E E E E C2 E E C2 C2 C2 C2 Ａ

７
健康の維持・増進の重要
性を理解し、科学的根拠に
基づいて予防医学を推進
する

E C2 C2 C2 C2 C2 C2 C2 C2 C2 C1 C2 Ａ

パフォーマンス（修得）
レベル

Advanced Applied Basic
Ａ Ｂ Ｃ

1
社会的役割を模擬
診療の場で実践で
きる

Ｄ Ｅ

社会的役割を診療の
場で実践でき、他者
を指導できる

社会的役割を診療の
場で実践できる

経験する機会はある
が単位認定に関係な
い

経験する機会がないＣ
2
社会的役割を理解
している

科目毎のパフォーマンス・レベル
医学部　医学科

Ｍ
Ｍ
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授業科目名
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シ
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礎
医
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研
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含
む
）
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生
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学

解
剖
生
理
学（
人
体
組
織
学
含
む
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生
化
学

基
礎
遺
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学
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合
医
学
英
語
１

福
祉
施
設
実
習

分
子
生
命
科
学
実
習

総
合
医
学
英
語
２

感
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症
の
基
礎

（
細
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・
ウ
イ
ル
ス
・
寄
生
虫
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免
疫
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組
織
学
総
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生
理
学
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病
理
学
総
論

薬
理
学

医
学
統
合
科
目
Ａ（
臓
器
組
織
別
）

１年 ２年

コンピテンス（領域） Ⅲ　科学的探究心 
　　「東海大学医学部生は卒業時に、医学的課題を発見し、論理的に分析・発信することができる」

コンピテンシー（細目） コンピテンシーのパフォーマンス・レベル

１ 新たな医学的知見を見出
すことの重要性を知る Ｄ Ｄ Ｄ Ｅ Ｃ Ｄ Ｂ Ｃ Ｂ Ｂ Ｄ Ｄ Ｂ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｂ Ｄ Ｄ Ｄ

２
医学の発展に寄与した知
見を知り、科学的思考を
理解する

Ｄ Ｄ Ｄ Ｅ Ｃ Ｄ Ｂ Ｃ Ｂ Ｂ Ｄ Ｄ Ｂ Ｅ Ｄ Ｄ Ｄ Ｂ Ｄ Ｄ Ｄ

３ 医学研究に参画し、科学的理
論と方法論を理解する Ｄ Ｅ Ｅ Ｅ Ｃ Ｅ Ｄ Ｃ Ｄ Ｄ Ｅ Ｄ Ｄ Ｅ Ｄ Ｄ Ｄ Ｂ Ｅ Ｄ Ｄ

４ 医学的に重要な課題につい
て分析・討論し、発信する Ｄ Ｅ Ｅ Ｅ Ｂ Ｅ Ｂ Ｃ Ｂ Ｂ Ｄ Ｄ Ｂ Ｄ Ｄ Ｄ Ｅ Ｂ Ｅ Ｄ Ｄ

5
医学研究の倫理的問題を
把握し、倫理原則に基づい
て行動する

Ｄ Ｅ Ｄ Ｄ Ｃ Ｄ Ｅ Ｃ Ｅ Ｂ Ｄ Ｄ Ｂ Ｄ Ｄ Ｄ Ｅ Ｂ Ｅ Ｄ Ｄ

6 医学研究の発展に貢献す
る Ｄ Ｅ Ｅ Ｅ Ｂ Ｅ Ｂ Ｃ Ｂ Ｂ Ｅ Ｄ Ｂ Ｅ Ｄ Ｄ Ｅ Ｂ Ｅ Ｄ Ｅ

パフォーマンス（修得）
レベル

Advanced Applied Basic
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

医学研究の発展に貢
献できる

既報告の知見を共有
し、意見を述べるこ
とができる

医学研究に参加でき
る	

経験する機会はある
が単位認定に関係な
い

経験する機会がない

コンピテンス（領域）
Ⅳ　応用可能な医学的知識
　　�「東海大学医学部生は卒業時に、正常な構造・機能や病態、病気の診断・治療・予防を修得

し臨床的に応用できる」　
コンピテンシー（細目） コンピテンシーのパフォーマンス・レベル

１
臨床医学の基盤となる基
礎医学を修得し臨床的に
応用できる

Ｃ Ｅ Ｄ Ｅ Ｃ Ｄ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｅ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｂ Ｃ Ｃ Ｄ Ｃ

２
医学研究、医療に必要な
情報科学を修得し臨床的
に応用できる

Ｃ Ｅ Ｅ Ｅ Ｃ Ｅ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｅ Ｄ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｄ Ｃ Ｃ Ｅ Ｃ

３
基礎医学と臨床医学の知
識をシームレスに修得し
臨床的に応用できる

Ｃ Ｅ Ｅ Ｄ Ｃ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｃ Ｅ Ｄ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｅ Ｃ

４
各器官の主な疾患の病因、
病態生理、症候、診断・
治療・予防を修得し臨床
的に応用できる

Ｅ Ｅ Ｅ Ｄ Ｅ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｅ Ｄ Ｄ Ｃ Ｃ Ｄ Ｃ Ｃ Ｄ Ｃ

5
器官横断的に主な疾患の
病因、病態生理、症候、
診断・治療・予防を修得
し臨床的に応用できる

Ｅ Ｅ Ｅ Ｄ Ｅ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｅ Ｄ Ｄ Ｃ Ｃ Ｄ Ｃ Ｃ Ｄ Ｃ

6
主な症候の原因と病態生
理を修得し臨床的に応用
できる

Ｅ Ｅ Ｅ Ｄ Ｅ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｅ Ｄ Ｄ Ｃ Ｃ Ｅ Ｃ Ｃ Ｅ Ｃ

パフォーマンス（修得）
レベル

Advanced Applied Basic
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

医師の任務を果たす
ために必要な知識を
修得し、更新できる

医師（臨床研修医）
の任務を果たすため
に必要な基本的知識
を修得している

診療参加型臨床実習
に必要な知識を修得
している	

経験する機会はある
が単位認定に関係な
い

経験する機会がない

科目毎のパフォーマンス・レベル
医学部　医学科

Ｍ
Ｍ
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授業科目名
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床
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医
学
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）

医
学
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合
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目
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用
）
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床
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学
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論

社
会
医
学

臨
床
推
論
学

臨
床
技
能
学

医
学
研
究
体
験

ク
リ
ニ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク
シ
ッ
プ
１

ク
リ
ニ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク
シ
ッ
プ
２

多
職
種
連
携
チ
ー
ム
医
療
演
習

選
択
臨
床
実
習

自
己
開
拓
選
択
科
目

卒
後
臨
床
研
修

３年 ４年 ５年 6年 卒後

コンピテンス（領域） Ⅲ　科学的探究心 
　　「東海大学医学部生は卒業時に、医学的課題を発見し、論理的に分析・発信することができる」

コンピテンシー（細目） コンピテンシーのパフォーマンス・レベル

１ 新たな医学的知見を見出
すことの重要性を知る Ｃ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｅ Ｅ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ａ

２
医学の発展に寄与した知
見を知り、科学的思考を
理解する

Ｃ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｅ Ｅ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ａ

３ 医学研究に参画し、科学的理
論と方法論を理解する Ｂ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｅ Ｅ Ｄ Ｄ Ｅ Ｄ Ａ

４ 医学的に重要な課題につい
て分析・討論し、発信する Ｂ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｅ Ｅ Ｄ Ｄ Ｂ Ｄ Ａ

5
医学研究の倫理的問題を
把握し、倫理原則に基づい
て行動する

Ｃ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｅ Ｅ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ａ

6 医学研究の発展に貢献す
る Ｃ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｄ Ｅ Ｅ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ａ

パフォーマンス（修得）
レベル

Advanced Applied Basic
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

医学研究の発展に貢
献できる

既報告の知見を共有
し、意見を述べるこ
とができる

医学研究に参加でき
る	

経験する機会はある
が単位認定に関係な
い

経験する機会がない

コンピテンス（領域）
Ⅳ　応用可能な医学的知識
　　�「東海大学医学部生は卒業時に、正常な構造・機能や病態、病気の診断・治療・予防を修得

し臨床的に応用できる」　
コンピテンシー（細目） コンピテンシーのパフォーマンス・レベル

１
臨床医学の基盤となる基
礎医学を修得し臨床的に
応用できる

Ｂ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｄ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｂ Ａ

２
医学研究、医療に必要な
情報科学を修得し臨床的
に応用できる

Ｄ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｄ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｂ Ａ

３
基礎医学と臨床医学の知
識をシームレスに修得し
臨床的に応用できる

Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｄ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｂ Ａ

４
各器官の主な疾患の病因、
病態生理、症候、診断・
治療・予防を修得し臨床
的に応用できる

Ｄ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｄ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｂ Ａ

5
器官横断的に主な疾患の
病因、病態生理、症候、
診断・治療・予防を修得
し臨床的に応用できる

Ｄ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｄ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｂ Ａ

6
主な症候の原因と病態生
理を修得し臨床的に応用
できる

Ｅ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｄ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｂ Ａ

パフォーマンス（修得）
レベル

Advanced Applied Basic
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

医師の任務を果たす
ために必要な知識を
修得し、更新できる

医師（臨床研修医）
の任務を果たすため
に必要な基本的知識
を修得している

診療参加型臨床実習
に必要な知識を修得
している	

経験する機会はある
が単位認定に関係な
い

経験する機会がない

科目毎のパフォーマンス・レベル
医学部　医学科

Ｍ
Ｍ
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授業科目名

現
代
文
明
論

医
療
情
報
学

物
理
学
の
基
礎

現
代
教
養
講
義

ス
ポ
ー
ツ
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
概
論
Ａ

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
理
論
実
習

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
目

良
医
入
門

早
期
臨
床
実
習

基
礎
医
学
概
論（
研
究
倫
理
含
む
）

細
胞
生
物
学

解
剖
生
理
学（
人
体
組
織
学
含
む
）

生
化
学

基
礎
遺
伝
学

総
合
医
学
英
語
１

福
祉
施
設
実
習

分
子
生
命
科
学
実
習

総
合
医
学
英
語
２

感
染
症
の
基
礎

（
細
菌
・
ウ
イ
ル
ス
・
寄
生
虫
学
）

免
疫
学

組
織
学
総
論

生
理
学
実
習

病
理
学
総
論

薬
理
学

医
学
統
合
科
目
Ａ（
臓
器
組
織
別
）

１年 ２年

コンピテンス（領域） Ⅴ　医療実践技能
　　「東海大学医学部生は卒業時に、基本的診療技能を修得し、チーム医療に参画できる」

コンピテンシー（細目） コンピテンシーのパフォーマンス・レベル

１ 医療面接、身体診察、診
療録作成を適切に行う Ｅ Ｅ Ｅ Ｄ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｄ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ

２ 基本的臨床手技を適切に
実施する Ｅ Ｅ Ｅ Ｄ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｄ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ

３
医療面接、身体診察、検
査結果をもとに鑑別診断
を挙げ、結果を解釈する

Ｅ Ｅ Ｅ Ｄ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｄ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ

４ 患者情報を適切にプレゼ
ンテーションする Ｅ Ｅ Ｄ Ｄ Ｄ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｄ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ

５

根 拠 に 基 づ く 医 療
（evidence-based medicine: 
EBM）の知見を活用し、
基本的な治療計画を立案
する

Ｄ Ｅ Ｅ Ｅ Ｄ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｄ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ

６
患者背景に配慮し、患者
との良好な信頼関係を構
築する

Ｅ Ｅ Ｃ Ｃ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｃ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ

７
病状説明に同席し、イン
フォームドコンセントを
理解する

Ｅ Ｅ Ｅ Ｄ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｄ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ

８ 患者教育に参画する Ｅ Ｅ Ｅ Ｄ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｄ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ

９ 医療安全・感染防止対策
を厳守する Ｅ Ｅ Ｃ Ａ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｄ Ａ Ｅ Ｅ Ｄ Ｄ Ｅ Ｅ Ｅ Ｄ Ｄ

10 チーム医療・多職種連携における役割を実践する Ｅ Ｅ Ｃ Ｃ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ａ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ

11
医療チームからのフィード
バックをもとに省察し、改
善をはかる

Ｅ Ｅ Ｄ Ａ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ａ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ

12
診療で必要な新しい情報・
科学技術の基本的な知識
や技能を理解し、活用する

Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｄ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｄ Ｄ Ｅ Ｃ Ｅ Ｄ Ｃ

パフォーマンス（修得）
レベル

Advanced Applied Basic
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

自発的に実践できる 指導下で実践できる
基盤となる知識、態
度、技能を修得して
いる	

経験する機会はある
が単位認定に関係な
い

経験する機会がない

コンピテンス（領域）
Ⅵ　グローバルな視点
　　�「東海大学医学部生は卒業時に、自分の置かれた環境にグローバルな視点から柔軟に対応で

きる」
コンピテンシー（細目） コンピテンシーのパフォーマンス・レベル

１
世界の多様な医療のあり
方を理解し、日本の現状
を把握する

Ｅ Ｄ Ｃ Ｄ Ｅ Ｄ Ｅ Ｄ Ｄ Ｄ Ｃ Ｄ Ｃ Ｄ Ｄ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｄ

２ 基本的な医学英語を理解
し、活用する Ｃ Ｅ Ｅ Ｅ Ｄ Ｅ Ｄ Ｃ Ｄ Ｄ Ｃ Ｅ Ｄ Ｃ Ｄ Ｄ Ｄ Ｃ Ｄ Ｄ Ｃ

３ 国際的な医療・医学情報
を入手し、活用する Ｃ Ｅ Ｅ Ｅ Ｄ Ｄ Ｃ Ｄ Ｃ Ｃ Ｃ Ｄ Ｃ Ｃ Ｄ Ｄ Ｅ Ｄ Ｅ Ｃ Ｄ

4
人種・民族・宗教・ジェ
ンダー等の多様性を尊重
して他者と接する

Ｅ Ｅ Ｅ Ｄ Ｄ Ｅ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｃ Ｃ Ｄ Ｃ Ｅ Ｅ Ｅ Ｄ Ｅ Ｅ Ｅ

5
留学経験者および海外の
留学生・研究者・医療従
事者等と情報交換を行う

Ｅ Ｅ Ｄ Ｅ Ｅ Ｄ Ｅ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ

パフォーマンス（修得）
レベル

Advanced Applied Basic
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

自発的に実践できる 指導下で実践できる
基盤となる知識、態
度、技能を修得して
いる	

経験する機会はある
が単位認定に関係な
い

経験する機会がない

科目毎のパフォーマンス・レベル
医学部　医学科

Ｍ
Ｍ
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授業科目名

臨
床
医
学
英
語

人
体
解
剖
学
（
実
習
）

医
学
統
合
科
目
Ｂ（
総
合
）

医
学
統
合
科
目
Ｃ（
専
門
）

医
学
統
合
科
目
Ｄ（
応
用
）

臨
床
医
学
特
論

社
会
医
学

臨
床
推
論
学

臨
床
技
能
学

医
学
研
究
体
験

ク
リ
ニ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク
シ
ッ
プ
１

ク
リ
ニ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク
シ
ッ
プ
２

多
職
種
連
携
チ
ー
ム
医
療
演
習

選
択
臨
床
実
習

自
己
開
拓
選
択
科
目

卒
後
臨
床
研
修

３年 ４年 ５年 6年 卒後

コンピテンス（領域） Ⅴ　医療実践技能
　　「東海大学医学部生は卒業時に、基本的診療技能を修得し、チーム医療に参画できる」

コンピテンシー（細目） コンピテンシーのパフォーマンス・レベル

１ 医療面接、身体診察、診
療録作成を適切に行う Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｃ Ｃ Ｂ Ｂ Ｅ Ａ Ａ

２ 基本的臨床手技を適切に
実施する Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｅ Ｂ Ａ

３
医療面接、身体診察、検
査結果をもとに鑑別診断
を挙げ、結果を解釈する

Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｃ Ｃ Ｂ Ｂ Ｃ Ａ Ａ

４ 患者情報を適切にプレゼ
ンテーションする Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｃ Ｃ Ｂ Ｂ Ｃ Ａ Ａ

５

根 拠 に 基 づ く 医 療
（evidence-based medicine: 
EBM）の知見を活用し、
基本的な治療計画を立案
する

Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｃ Ｃ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ａ

６
患者背景に配慮し、患者
との良好な信頼関係を構
築する

Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｃ Ｃ Ｂ Ｂ Ｃ Ａ Ａ

７
病状説明に同席し、イン
フォームドコンセントを
理解する

Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｃ Ｃ Ｂ Ｂ Ｃ Ｂ Ａ

８ 患者教育に参画する Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｃ Ｃ Ｅ Ｃ Ａ

９ 医療安全・感染防止対策
を厳守する Ｅ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｃ Ｃ Ａ Ａ Ｃ Ａ Ａ

10 チーム医療・多職種連携における役割を実践する Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ａ

11
医療チームからのフィード
バックをもとに省察し、改
善をはかる

Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｃ Ｃ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ａ

12
診療で必要な新しい情報・
科学技術の基本的な知識
や技能を理解し、活用する

Ｅ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｅ Ｃ Ｃ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ

パフォーマンス（修得）
レベル

Advanced Applied Basic
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

自発的に実践できる 指導下で実践できる
基盤となる知識、態
度、技能を修得して
いる	

経験する機会はある
が単位認定に関係な
い

経験する機会がない

コンピテンス（領域）
Ⅵ　グローバルな視点
　　�「東海大学医学部生は卒業時に、自分の置かれた環境にグローバルな視点から柔軟に対応で

きる」
コンピテンシー（細目） コンピテンシーのパフォーマンス・レベル

１
世界の多様な医療のあり
方を理解し、日本の現状
を把握する

Ｅ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｃ Ｅ Ｅ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ａ

２ 基本的な医学英語を理解
し、活用する Ｄ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ａ

３ 国際的な医療・医学情報
を入手し、活用する Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｃ Ｅ Ｅ Ｄ Ｄ Ｃ Ｃ Ａ

4
人種・民族・宗教・ジェ
ンダー等の多様性を尊重
して他者と接する

Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｃ Ｅ Ｅ Ｃ Ｃ Ｄ Ｃ Ａ

5
留学経験者および海外の
留学生・研究者・医療従
事者等と情報交換を行う

Ｄ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｃ Ｅ Ｅ Ｄ Ｄ Ｅ Ｄ Ａ

パフォーマンス（修得）
レベル

Advanced Applied Basic
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

自発的に実践できる 指導下で実践できる
基盤となる知識、態
度、技能を修得して
いる	

経験する機会はある
が単位認定に関係な
い

経験する機会がない

科目毎のパフォーマンス・レベル
医学部　医学科

Ｍ
Ｍ




